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いる Matlabの母子保健介入試験（MINIMat）のなかで実施された。2001年 11月から 2003年 10月に妊
婦登録を行った。4436人の女性が、妊娠初期 8-10週に超音波検査を行った。3058人の女性について頭
殿長（CRL）が測定され、発育不全と流産に関する解析に含められた。そのうち 3267人の単胎児で、妊
































(批評)   
乳児死亡率の高いバングラデシュにおいて、その原因を科学的に明らかにし、予防に資するべく、
貴重な妊娠期の超音波検査を含むコホートデータを用いて、詳細な分析を行った研究である。とく
に、これまで作成されていなかったバングラデシュにおける胎児成長曲線の作成や、多要因を調整し
たうえでのコホートによるリスク要因の同定は、貴重な知見である。結果の因果関係について、栄養
状態の関係についてなどいくつかの議論を行ったが、適切に対応され、修正された。今後のバング
ラデシュの母子保健の向上に貢献しうる研究である。 
平成２８年１２月２１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について
説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合
格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
